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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を放射線撮影して撮影画像を取得する放射線撮像装置と、前記放射線撮像装置と
接続可能に構成された外部装置とを含み構成された放射線撮像システムであって、
　前記外部装置は、前記放射線撮像システムの基準日時となるシステム日時を管理するシ
ステム日時管理部を有し、
　前記放射線撮像装置は、
　当該放射線撮像装置の日時である撮像装置日時を管理する撮像装置日時管理部と、
　前記撮像装置日時に基づき定められ、前記放射線撮影を実施した撮影日時情報を少なく
とも含む撮影情報と、前記放射線撮影により取得された前記撮影画像とを関連付けて記憶
する記憶部と、
　前記システム日時を取得して、前記撮像装置日時と前記システム日時との時間のずれ量
に基づき前記撮影日時情報を補正する日時補正部と、
　を有し、
　前記放射線撮像装置は、前記日時補正部により前記撮像装置日時の補正が行われた際に
、当該補正の前後の前記撮像装置日時の履歴を記憶することを特徴とする放射線撮像シス
テム。
【請求項２】
　被写体を放射線撮影して撮影画像を取得する放射線撮像装置と、前記放射線撮像装置と
接続可能に構成された外部装置とを含み構成された放射線撮像システムであって、
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　前記外部装置は、前記放射線撮像システムの基準日時となるシステム日時を管理するシ
ステム日時管理部を有し、
　前記放射線撮像装置は、
　当該放射線撮像装置の日時である撮像装置日時を管理する撮像装置日時管理部と、
　前記撮像装置日時に基づき定められ、前記放射線撮影を実施した撮影日時情報を少なく
とも含む撮影情報と、前記放射線撮影により取得された前記撮影画像とを関連付けて記憶
する記憶部と、
　前記システム日時を取得して、前記撮像装置日時と前記システム日時との時間のずれ量
に基づき前記撮影日時情報を補正する日時補正部と、
　前記外部装置と接続を行うための接続部と、
　を有し、
　前記日時補正部は、前記接続部が前記外部装置と接続された際に、前記システム日時を
取得して前記撮像装置日時の補正を行うことを特徴とする放射線撮像システム。
【請求項３】
　被写体を放射線撮影して撮影画像を取得する放射線撮像装置と、前記放射線撮像装置と
接続可能に構成された外部装置とを含み構成された放射線撮像システムであって、
　前記外部装置は、前記放射線撮像システムの基準日時となるシステム日時を管理するシ
ステム日時管理部を有し、
　前記放射線撮像装置は、
　当該放射線撮像装置の日時である撮像装置日時を管理する撮像装置日時管理部と、
　前記撮像装置日時に基づき定められ、前記放射線撮影を実施した撮影日時情報を少なく
とも含む撮影情報と、前記放射線撮影により取得された前記撮影画像とを関連付けて記憶
する記憶部と、
　前記システム日時を取得して、前記撮像装置日時と前記システム日時との時間のずれ量
に基づき前記撮影日時情報を補正する日時補正部と、
　を有し、
　前記放射線撮像装置は、前記日時補正部により前記撮影日時情報が補正された前記撮影
情報に対して日時補正済み情報を付与し、前記日時補正部による次の前記撮像装置日時の
補正の際には、当該撮影日時情報の再度の補正を行わないことを特徴とする放射線撮像シ
ステム。
【請求項４】
　前記日時補正部は、前記撮像装置日時を前記システム日時に合わせる補正を更に行うこ
とを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の放射線撮像システム。
【請求項５】
　前記放射線撮像装置は、前記日時補正部により前記撮影日時情報が補正された前記撮影
情報と当該撮影情報に関連付けて記憶されている前記撮影画像とを、前記外部装置に送信
する制御を行う送信制御部を更に有し、
　前記外部装置は、前記送信制御部により前記放射線撮像装置から送信された前記撮影情
報と前記撮影画像とを受信する制御を行う受信制御部を更に有することを特徴とする請求
項１乃至４のいずれか１項に記載の放射線撮像システム。
【請求項６】
　前記放射線撮像装置は、自身を動作させるための充電可能な電源部を更に有し、
　前記外部装置は、前記放射線撮像装置と接続された際に、前記電源部を充電する制御を
行う充電制御部を更に有することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の放
射線撮像システム。
【請求項７】
　被写体を放射線撮影して撮影画像を取得する放射線撮像装置と、前記放射線撮像装置を
動作させるための充電可能な電源部を備え、前記放射線撮像装置に着脱可能に構成された
可搬電源装置と、前記可搬電源装置と接続可能に構成された外部装置とを含み構成された
放射線撮像システムであって、
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　前記可搬電源装置は、
　前記放射線撮像装置の日時である撮像装置日時を管理する撮像装置日時管理部と、
　前記撮像装置日時に基づき定められ、前記放射線撮影を実施した撮影日時情報を少なく
とも含む撮影情報と、前記放射線撮影により取得された前記撮影画像とを関連付けて記憶
する記憶部と、
　を有し、
　前記外部装置は、
　前記放射線撮像システムの基準日時となるシステム日時を管理するシステム日時管理部
と、
　前記撮像装置日時を取得して、前記撮像装置日時と前記システム日時との時間のずれ量
に基づき前記撮影日時情報を補正する日時補正部と、
　を有することを特徴とする放射線撮像システム。
【請求項８】
　前記日時補正部は、前記撮像装置日時を前記システム日時に合わせる補正を更に行うこ
とを特徴とする請求項７に記載の放射線撮像システム。
【請求項９】
　前記日時補正部により前記撮像装置日時の補正が行われた際に、当該補正の前後の前記
撮像装置日時の履歴を記憶することを特徴とする請求項８に記載の放射線撮像システム。
【請求項１０】
　前記日時補正部は、前記外部装置と前記可搬電源装置とが接続された際に、前記撮像装
置日時の補正を行うことを特徴とする請求項８または９に記載の放射線撮像システム。
【請求項１１】
　前記放射線撮像装置は、前記撮影情報と当該撮影情報に関連付けて記憶されている前記
撮影画像とを、前記外部装置に送信する制御を行う送信制御部を有し、
　前記外部装置は、前記送信制御部により前記放射線撮像装置から送信された前記撮影情
報と前記撮影画像とを受信する制御を行う受信制御部を更に有することを特徴とする請求
項７乃至１０のいずれか１項に記載の放射線撮像システム。
【請求項１２】
　前記外部装置は、前記可搬電源装置と接続された際に、前記電源部を充電する制御を行
う充電制御部を更に有することを特徴とする請求項７乃至１１のいずれか１項に記載の放
射線撮像システム。
【請求項１３】
　前記日時補正部により前記撮影日時情報が補正された前記撮影情報に対して日時補正済
み情報を付与し、前記日時補正部による次の前記撮像装置日時の補正の際には、当該撮影
日時情報の再度の補正を行わないことを特徴とする請求項８乃至１０のいずれか１項に記
載の放射線撮像システム。
【請求項１４】
　前記放射線撮像装置は、
　前記被写体を透過した放射線を検出するものであって、二次元状に配設された複数の放
射線検知素子を備える放射線検出部と、
　前記放射線検出部で検出された放射線の強度分布に応じた前記撮影画像を取得するため
に、前記放射線撮影の制御を行う撮影制御部と、
　を更に有することを特徴とする請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の放射線撮像シ
ステム。
【請求項１５】
　被写体を放射線撮影して撮影画像を取得する放射線撮像装置と、前記放射線撮像装置と
接続可能に構成された外部装置とを含み構成された放射線撮像システムの制御方法であっ
て、
　前記外部装置は、前記放射線撮像システムの基準日時となるシステム日時を管理し、
　前記放射線撮像装置は、
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　当該放射線撮像装置の日時である撮像装置日時を管理し、
　前記撮像装置日時に基づき定められ、前記放射線撮影を実施した撮影日時情報を少なく
とも含む撮影情報と、前記放射線撮影により取得された前記撮影画像とを関連付けて記憶
部に記憶し、
　前記システム日時を取得して、前記撮像装置日時と前記システム日時との時間のずれ量
に基づき前記撮影日時情報を補正し、
　前記撮像装置日時の補正が行われた際に、当該補正の前後の前記撮像装置日時の履歴を
記憶する
　ことを特徴とする放射線撮像システムの制御方法。
【請求項１６】
　被写体を放射線撮影して撮影画像を取得する放射線撮像装置と、前記放射線撮像装置と
接続可能に構成された外部装置とを含み構成された放射線撮像システムの制御方法であっ
て、
　前記外部装置は、前記放射線撮像システムの基準日時となるシステム日時を管理し、
　前記放射線撮像装置は、
　当該放射線撮像装置の日時である撮像装置日時を管理し、
　前記撮像装置日時に基づき定められ、前記放射線撮影を実施した撮影日時情報を少なく
とも含む撮影情報と、前記放射線撮影により取得された前記撮影画像とを関連付けて記憶
部に記憶し、
　前記放射線撮像装置に備えられた、前記外部装置と接続を行うための接続部が、前記外
部装置と接続された際に、前記システム日時を取得して、前記撮像装置日時と前記システ
ム日時との時間のずれ量に基づき前記撮影日時情報を補正する
　ことを特徴とする放射線撮像システムの制御方法。
【請求項１７】
　被写体を放射線撮影して撮影画像を取得する放射線撮像装置と、前記放射線撮像装置と
接続可能に構成された外部装置とを含み構成された放射線撮像システムの制御方法であっ
て、
　前記外部装置は、前記放射線撮像システムの基準日時となるシステム日時を管理し、
　前記放射線撮像装置は、
　当該放射線撮像装置の日時である撮像装置日時を管理し、
　前記撮像装置日時に基づき定められ、前記放射線撮影を実施した撮影日時情報を少なく
とも含む撮影情報と、前記放射線撮影により取得された前記撮影画像とを関連付けて記憶
部に記憶し、
　前記システム日時を取得して、前記撮像装置日時と前記システム日時との時間のずれ量
に基づき前記撮影日時情報を補正し、
　前記撮影日時情報が補正された前記撮影情報に対して日時補正済み情報を付与し、次の
前記撮像装置日時の補正の際には、当該撮影日時情報の再度の補正を行わない
　ことを特徴とする放射線撮像システムの制御方法。
【請求項１８】
　被写体を放射線撮影して撮影画像を取得する放射線撮像装置と、前記放射線撮像装置を
動作させるための充電可能な電源部を備え、前記放射線撮像装置に着脱可能に構成された
可搬電源装置と、前記可搬電源装置と接続可能に構成された外部装置とを含み構成された
放射線撮像システムの制御方法であって、
　前記可搬電源装置は、
　前記放射線撮像装置の日時である撮像装置日時を管理し、
　前記撮像装置日時に基づき定められ、前記放射線撮影を実施した撮影日時情報を少なく
とも含む撮影情報と、前記放射線撮影により取得された前記撮影画像とを関連付けて記憶
部に記憶し、
　前記外部装置は、
　前記放射線撮像システムの基準日時となるシステム日時を管理し、
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　前記撮像装置日時を取得して、前記撮像装置日時と前記システム日時との時間のずれ量
に基づき前記撮影日時情報を補正する
　ことを特徴とする放射線撮像システムの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被写体を放射線撮影して撮影画像を取得する放射線撮像装置と、放射線撮像
装置と接続可能に構成された外部装置とを含み構成された放射線撮像システム及びその制
御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、放射線発生装置から被写体に放射線を照射し、被写体を透過した放射線の強度分
布をデジタル信号化して撮影画像である放射線画像を生成し、これに画像処理を施して鮮
明な放射線画像を得る放射線撮像装置及び放射線撮像システムが製品化されている。
【０００３】
　このような放射線撮像システムでは、放射線発生装置が放射線を照射し、放射線撮像装
置が、生成した放射線画像の画像データを画像処理や保存のために制御コンピュータ等の
画像処理装置に転送する。
【０００４】
　一般に、放射線撮像装置は、放射線を信号電荷（電気信号）に変換する変換素子と当該
電気信号を外部に転送するＴＦＴ等のスイッチ素子とを含み構成される画素を、二次元状
に配設したセンサアレイを備えている。そして、放射線撮像装置は、ＴＦＴ等のスイッチ
素子を用いたマトリクス駆動を行うことにより、変換素子で変換された信号電荷を読み出
し、読み出した信号電荷の電荷量に基づいてデジタル信号の放射線画像を形成する。
【０００５】
　近年、このような放射線撮像装置において、放射線撮像装置自体で放射線の照射開始・
終了を検知する技術が、例えば、下記の特許文献１で提案されている。このような技術で
は、放射線撮像装置と放射線発生装置の同期をとる機構が不要となる。これにより、装置
の構築が簡便になると共に、放射線発生装置と放射線撮像装置との間のケーブルの接続が
不要となる。また、充電可能なバッテリを放射線撮像装置の内部に備えることにより、給
電のための電源ケーブルを接続する必要がなくなり、更に放射線撮像装置の可搬性が向上
する。
【０００６】
　また、下記の特許文献２では、放射線撮像装置本体から着脱可能で且つ可搬型であるメ
モリを使用し、撮影により得られた画像情報を記録する装置が提案されている。また、下
記の特許文献３では、撮像装置のバッテリを充電可能なクレードルに装着した際、当該ク
レードル経由で撮影画像を外部装置に転送する装置が提案されている。このような装置で
は、画像転送のためのケーブル接続や、無線通信の構築を必要とせず、より装置の構築を
簡便でき、撮像装置自体の可搬性を向上することができる。
【０００７】
　しかしながら、このような装置では、転送された画像情報がどのような撮影により得ら
れたものかの特定が困難になる。特に、複数の撮像装置や撮影対象者、撮影条件により得
られた画像を時間をおいて転送した場合、受け渡された画像の撮影情報を特定することが
困難になる可能性がある。
【０００８】
　このような課題に対し、例えば、下記の特許文献４では、次のような装置を提案してい
る。具体的に、複数の撮像装置を装填可能なクレードルを使用し、撮影オーダーにより選
択した１つの撮像装置のみを使用可能に制御する。そして、選択していない撮像装置に関
しては、クレードルから取り外せないようにロックする手段を設けることにより、課題の
解決を図っている。
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【０００９】
　また、下記の特許文献５では、撮像装置に着脱可能に構成されたバッテリ装置にメモリ
を設け、バッテリ充電時に撮影予定の撮影情報を予め当該メモリに記憶させておき、画像
撮影時に画像データと撮影情報とを関連付けて保存する技術を提案している。このような
技術によれば、撮影によって得られた撮影画像と、患者情報や撮影条件を含んだ撮影情報
との取り違えを防止することが可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２０１１－２４９８９１号公報
【特許文献２】特開２００２－１９０５８４号公報
【特許文献３】特開２００２－２４８０９５号公報
【特許文献４】特開２００９－２１９５８５号公報
【特許文献５】特開２０１２－３５００９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　上述した特許文献４や特許文献５では、予め受けた撮影オーダーに応じて、使用する放
射線撮像装置を決定し、例えば患者情報を含んだ撮影情報と、撮影画像自体との取り違え
を防止するようにしている。しかしながら、緊急患者等の場合には、事前の撮影オーダー
の受け付けや患者情報の入力なしで撮影が要求されるケースが想定される。この場合には
、画像データの取得後に撮影情報を別途関連付ける必要がある。
【００１２】
　この場合、撮影時に使用した撮像装置自体のＩＤや撮影画像ＩＤ、撮影実施時の日時情
報等、事前入力なしで残せる撮影実施情報を撮影画像データとともに記録する。その後、
当該撮影画像データの転送時、これらの撮影実施情報を元に、患者情報等の撮影情報を手
動で追加する方法が考えられる。
【００１３】
　この際、事前入力なしで残せる情報のうち、特に撮影実施時の日時情報は、撮影情報を
後で関連付ける上で有用な情報である。ただし、放射線撮像装置の内部時計は、画像転送
先の外部装置上のシステム日時とずれる可能性があるため、システム日時と画像撮影時の
日時情報にずれが生じる可能性がある。特に、複数の撮像装置を使用して撮影を行った場
合、各々の撮像装置間での内部時計のずれ幅が異なるため、記録された撮影日時情報が実
際の撮影順序と入れ替わる場合も考えられる。この場合、患者情報（被写体情報）を含ん
だ撮影情報を後で手動により関連付ける際に、混乱をきたす可能性がある。
【００１４】
　各撮像装置に対して、例えば電波時計のような精度の高い時計を含めることも可能であ
るが、この場合、装置構造の複雑化を招く。また、放射線撮像装置は、その特性上、放射
線を遮断できる構造の室内で使用されることが多く、日時を補正するための電波環境を常
に確保することは困難である。
【００１５】
　本発明は、このような問題点に鑑みてなされたものであり、撮影画像と被写体情報を含
む撮影情報とを後から関連付けする場合に、簡易な構成で、撮影画像と撮影情報との取り
違えのリスクを低減可能な仕組みを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明の放射線撮像システムは、被写体を放射線撮影して撮影画像を取得する放射線撮
像装置と、前記放射線撮像装置と接続可能に構成された外部装置とを含み構成された放射
線撮像システムであって、前記外部装置は、前記放射線撮像システムの基準日時となるシ
ステム日時を管理するシステム日時管理部を有し、前記放射線撮像装置は、当該放射線撮
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像装置の日時である撮像装置日時を管理する撮像装置日時管理部と、前記撮像装置日時に
基づき定められ、前記放射線撮影を実施した撮影日時情報を少なくとも含む撮影情報と、
前記放射線撮影により取得された前記撮影画像とを関連付けて記憶する記憶部と、前記シ
ステム日時を取得して、前記撮像装置日時と前記システム日時との時間のずれ量に基づき
前記撮影日時情報を補正する日時補正部と、を有し、前記放射線撮像装置は、前記日時補
正部により前記撮像装置日時の補正が行われた際に、当該補正の前後の前記撮像装置日時
の履歴を記憶する。
　本発明の放射線撮像システムにおける他の態様は、被写体を放射線撮影して撮影画像を
取得する放射線撮像装置と、前記放射線撮像装置と接続可能に構成された外部装置とを含
み構成された放射線撮像システムであって、前記外部装置は、前記放射線撮像システムの
基準日時となるシステム日時を管理するシステム日時管理部を有し、前記放射線撮像装置
は、当該放射線撮像装置の日時である撮像装置日時を管理する撮像装置日時管理部と、前
記撮像装置日時に基づき定められ、前記放射線撮影を実施した撮影日時情報を少なくとも
含む撮影情報と、前記放射線撮影により取得された前記撮影画像とを関連付けて記憶する
記憶部と、前記システム日時を取得して、前記撮像装置日時と前記システム日時との時間
のずれ量に基づき前記撮影日時情報を補正する日時補正部と、前記外部装置と接続を行う
ための接続部と、を有し、前記日時補正部は、前記接続部が前記外部装置と接続された際
に、前記システム日時を取得して前記撮像装置日時の補正を行う。
　また、本発明の放射線撮像システムにおけるその他の態様は、被写体を放射線撮影して
撮影画像を取得する放射線撮像装置と、前記放射線撮像装置と接続可能に構成された外部
装置とを含み構成された放射線撮像システムであって、前記外部装置は、前記放射線撮像
システムの基準日時となるシステム日時を管理するシステム日時管理部を有し、前記放射
線撮像装置は、当該放射線撮像装置の日時である撮像装置日時を管理する撮像装置日時管
理部と、前記撮像装置日時に基づき定められ、前記放射線撮影を実施した撮影日時情報を
少なくとも含む撮影情報と、前記放射線撮影により取得された前記撮影画像とを関連付け
て記憶する記憶部と、前記システム日時を取得して、前記撮像装置日時と前記システム日
時との時間のずれ量に基づき前記撮影日時情報を補正する日時補正部と、を有し、前記放
射線撮像装置は、前記日時補正部により前記撮影日時情報が補正された前記撮影情報に対
して日時補正済み情報を付与し、前記日時補正部による次の前記撮像装置日時の補正の際
には、当該撮影日時情報の再度の補正を行わない。
　また、本発明の放射線撮像システムにおけるその他の態様は、被写体を放射線撮影して
撮影画像を取得する放射線撮像装置と、前記放射線撮像装置を動作させるための充電可能
な電源部を備え、前記放射線撮像装置に着脱可能に構成された可搬電源装置と、前記可搬
電源装置と接続可能に構成された外部装置とを含み構成された放射線撮像システムであっ
て、前記可搬電源装置は、前記放射線撮像装置の日時である撮像装置日時を管理する撮像
装置日時管理部と、前記撮像装置日時に基づき定められ、前記放射線撮影を実施した撮影
日時情報を少なくとも含む撮影情報と、前記放射線撮影により取得された前記撮影画像と
を関連付けて記憶する記憶部と、を有し、前記外部装置は、前記放射線撮像システムの基
準日時となるシステム日時を管理するシステム日時管理部と、前記撮像装置日時を取得し
て、前記撮像装置日時と前記システム日時との時間のずれ量に基づき前記撮影日時情報を
補正する日時補正部と、を有する。
　また、本発明は、上述した放射線撮像システムの制御方法を含む。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、撮影画像と被写体情報を含む撮影情報とを後から関連付けする場合に
、簡易な構成で、撮影画像と撮影情報との取り違えのリスクを低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る放射線撮像システムの概略構成の一例を示す図で
ある。
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【図２】図１に示す放射線検出部の概略構成の一例を示す図である。
【図３】図２に示す放射線検出部の動作の一例を示すタイミングチャートである。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る放射線撮像システムの制御方法における処理手順
の一例を示すフローチャートである。
【図５】本発明の第２の実施形態に係る放射線撮像システムの概略構成の一例を示す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下に、図面を参照しながら、本発明を実施するための形態（実施形態）について説明
する。
【００２０】
（第１の実施形態）
　まず、本発明の第1の実施形態について説明する。
【００２１】
　図１は、本発明の第１の実施形態に係る放射線撮像システム１の概略構成の一例を示す
図である。本実施形態に係る放射線撮像システム１は、図１に示すように、放射線撮像装
置１０００－１、放射線発生装置２０００、クレードル３０００－１、コンソール４００
０、病院内ネットワーク５０００、及び、ＨＩＳ／ＲＩＳ６０００を有して構成されてい
る。具体的に、本実施形態に係る放射線撮像システム１は、被写体を放射線撮影して撮影
画像を取得する放射線撮像装置１０００－１と、放射線撮像装置１０００－１と電気的に
接続可能に構成された外部装置（クレードル３０００－１、コンソール４０００及びＨＩ
Ｓ／ＲＩＳ６０００）とを含み構成されたシステムである。
【００２２】
　放射線撮像装置１０００－１は、被写体（不図示）を透過した放射線に基づく放射線撮
影を行って撮影画像である放射線画像を取得する装置である。放射線発生装置２０００は
、被写体（不図示）に対して放射線を照射する装置である。クレードル３０００－１は、
放射線撮像装置１０００－１の内部のバッテリ１６００を充電可能に構成された装置であ
る。コンソール４０００は、撮影画像の収集や表示、撮影オーダーの受付や撮影情報の登
録が可能な装置である。このコンソール４０００は、例えばＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅ
ａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）等からなる病院内ネットワーク５０００に接続されている。また、
病院内ネットワーク５０００には、病院情報システムであるＨＩＳ（Ｈｏｓｐｉｔａｌ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）または放射線情報システムであるＲＩＳ（Ｒａ
ｄｉｏｌｏｇｙ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）６０００が接続されている。
また、コンソール４０００とＨＩＳ／ＲＩＳ６０００とは相互に通信可能であり、放射線
画像の撮影オーダーや、例えば患者情報（被写体情報）を含んだ撮影情報、及び撮影画像
データ自体のやりとりが可能である。
【００２３】
　放射線撮像装置１０００－１は、図１に示すように、放射線検出部１１００、照射検知
部１２００、制御部１３００－１、画像処理部１４００、状態通知部１５００、バッテリ
１６００、及び、接続部１７００を有して構成されている。
【００２４】
　放射線検出部１１００は、放射線を検出して撮影画像である放射線画像の画像データを
生成する。この放射線検出部１１００は、例えば、ＴＦＴのようなスイッチ素子と光電変
換素子とを含む画素が二次元状（例えば２次元アレイ状）に配設されており、この場合、
各光電変換素子上には、例えば放射線を可視光に変換する蛍光体が設けられて構成されて
いる。この場合、放射線検出部１１００に入射した放射線は、蛍光体で可視光に変換され
、変換された可視光が各画素の光電変換素子に入射し、各光電変換素子において、可視光
に応じた電荷（電気信号）が生成される。なお、本実施形態では、上述した蛍光体及び光
電変換素子によって、入射した放射線を電荷に変換する「変換素子」を構成する形態とし
て説明する。ただし、例えば蛍光体を設けずに、入射した放射線を直接、電荷に変換する
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、いわゆる直接変換型の変換素子を構成する形態であってもよい。放射線検出部１１００
は、スイッチ素子のオンとオフの切り替えにより、電荷の蓄積と電荷の読み出しを実施し
、撮影画像である放射線画像を取得することができるものである。以下に、図２及び図３
を用いて、放射線検出部１１００の詳細について説明を行う。
【００２５】
　図２は、図１に示す放射線検出部１１００の概略構成の一例を示す図である。この図２
には、放射線検出部１１００の概略構成以外に、照射検知部１２００や、制御部１３００
－１内の撮影制御部１３１０、画像処理部１４００内のＡ／Ｄ変換部１４１０も図示して
いる。
【００２６】
　放射線検出部１１００は、図２に示すように、ドライブ回路１１１０、センサアレイ１
１２０、サンプルホールド回路１１３０、マルチプレクサ１１４０、及び、アンプ１１５
０を有して構成されている。また、センサアレイ１１２０は、変換素子１１２２とスイッ
チ素子１１２３とを含む画素１１２１が二次元状（具体的には二次元アレイ状）に配設さ
れて構成されている。ここで、変換素子１１２２は、被写体を透過した放射線を検出する
ものであって、二次元状に配設された複数の放射線検知素子に相当するものである。
【００２７】
　センサアレイ１１２０の或る行の画素１１２１は、ドライブ回路１１１０により同時に
アドレシングされ、当該行の各画素１１２１の電荷はサンプルホールド回路１１３０に保
持される。その後、保持された画素出力の電荷は、マルチプレクサ１１４０を介して順次
読み出され、アンプ１１５０により増幅された後、Ａ／Ｄ変換部１４１０によりデジタル
信号に変換される。各行の走査が終了する毎に、ドライブ回路１１１０が、順次、センサ
アレイ１１２０の次の行をドライブして走査を行い、最終的に全ての画素出力の電荷がデ
ジタル信号に変換される。これにより、放射線画像の画像データを読み出すことができる
。この際、各列信号線に印加する電圧を特定値に固定しながら走査し、取得した電荷を読
み捨てることにより、暗電荷が吐き出され、リセットの走査となる。これらの放射線検出
部１１００の駆動や読み出し動作等の制御は、撮影制御部１３１０により行われる。デジ
タル信号に変換された放射線画像の画像データは、図１に示す記憶部１３４０に撮影画像
１３４１の画像データとして格納される。
【００２８】
　ここでは、放射線画像の画像データを記憶部１３４０に格納するとしたが、別途放射線
を照射せずに取得したオフセット画像の画像データを用いて、放射線画像の画像データを
オフセット補正した後の画像を撮影画像１３４１として記憶部１３４０に格納してもよい
。また、オフセット補正に限らず、欠陥画素の補正等の、放射線検出部１１００の特性を
補正する、補正画像処理を行った画像を撮影画像１３４１として記憶部１３４０に格納し
てもよい。また、放射線の照射開始及び終了を検知する照射検知部１２００は、撮影画像
１３４１を取得する放射線検出部１１００以外に、独立した放射線検出用のセンサを備え
ることもできる。ただし、例えば、上述した放射線検出部１１００のリセット走査中に吐
き出される暗電流の量を監視することで、放射線検出部１１００自体で放射線の照射開始
及び終了を検出することも可能である。
【００２９】
　図３は、図２に示す放射線検出部１１００の動作の一例を示すタイミングチャートであ
る。この図３を用いて、放射線検出部１１００で放射線の照射開始を検出する方法につい
て説明する。
【００３０】
　センサアレイ１１２０には常に暗電荷が発生するため、定期的に暗電荷のリセット動作
を行う必要がある。そのため、図３に示すように、センサアレイ１１２０の各行を順次駆
動してスイッチ素子１１２３をオンにし、対象行に接続される各画素１１２１の電荷をリ
セットするリセット走査（ＴＣ１０１）を行いながらバイアス線の電流量の変化を検出す
る。放射線の照射が開始されると、各画素１１２１に電荷が発生し、その瞬間、リセット
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走査をするためにスイッチ素子１１２３をオンにしていた行の各画素１１２１からバイア
ス線に電荷が流れ出して、バイアス線の電流量が急激に増加する。これにより、放射線の
照射開始を検出し、その瞬間にリセット走査を実施していた行のリセット走査を停止（Ｔ
Ｃ１０２）し、スイッチ素子１１２３をオフにすることにより放射線による画像信号電荷
の蓄積動作に入る（ＴＣ１０３）。
【００３１】
　放射線の照射の終了後、再度、センサアレイ１１２０の各行を順次駆動してスイッチ素
子１１２３をオンにし、各画素１１２１に蓄積された放射線画像信号の電荷の読み出し動
作を行う（ＴＣ１０４）。この際、放射線の開始を検出した時点でリセット動作をしてい
た行の各画素１１２１は、スイッチ素子１１２３がオン状態であったため、放射線の照射
により発生した有用な電荷の一部が流出してしまう。有用な電荷を流出した行の画素１１
２１の画素データは、前後の行の画素データよりも電荷量が少なく、信頼のおけないもの
となる。そのため、このような画素データに対しては、周辺行の正常な画素データを用い
て補間を行う等の補正処理を行う。このような構成により、放射線撮像装置１０００－１
単体で放射線の照射を自動検知し、撮影画像を内部の記憶部１３４０に記憶できることか
ら、放射線発生装置２０００と放射線撮像装置１０００－１との通信の構築が不要になる
。
【００３２】
　ここで、再び、図１の説明に戻る。
　照射検知部１２００は、放射線の照射開始や照射終了を検知する。
【００３３】
　制御部１３００－１は、放射線撮像装置１０００－１における動作を統括的に制御する
ものであり、例えば放射線撮影や通信動作を制御等する。この制御部１３００－１は、例
えば、記憶部１３４０に記憶されているプログラム等を読み出し、これに基づいて放射線
撮像装置１０００－１における動作を統括的に制御する。或いは、制御部１３００－１は
、ＡＳＩＣ等による制御信号発生回路により放射線撮像装置１０００－１の制御を行って
もよいし、上述したプログラム等と制御信号発生回路との両方により放射線撮像装置１０
００－１の制御を行ってもよい。この制御部１３００－１は、図１に示すように、撮影制
御部１３１０、内部時計１３２０、撮影情報管理部１３３０、記憶部１３４０、及び、通
信制御部１３５０を有して構成されている。
【００３４】
　撮影制御部１３１０は、放射線検出部１１００の駆動や画像取得等の放射線撮影を制御
する。具体的に、例えば、撮影制御部１３１０は、放射線検出部１１００で検出された放
射線の強度分布に応じた撮影画像を取得するために、放射線撮影の制御を行う。
【００３５】
　内部時計１３２０は、放射線撮像装置１０００－１の日時である撮像装置日時を管理す
る撮像装置日時管理部を構成する。
【００３６】
　撮影情報管理部１３３０は、放射線撮像装置１０００－１自体のＩＤや患者情報（被写
体情報）、撮影日時情報等を少なくとも含む撮影情報１３４２を撮影画像１３４１と関連
付けて管理する。
【００３７】
　記憶部１３４０は、内部時計１３２０で管理している撮像装置日時に基づき定められ、
放射線撮影を実施した撮影日時情報等を少なくとも含む撮影情報１３４２と、当該放射線
撮影により取得された撮影画像１３４１とを関連付けて記憶するものである。
【００３８】
　また、撮影情報管理部１３３０は、日時補正部１３３１を有している。この日時補正部
１３３１は、システム日時管理部４１００が管理している放射線撮像システム１の基準日
時となるシステム日時を取得して、内部時計１３２０で管理している撮像装置日時と当該
システム日時との時間のずれ量に基づき撮影情報１３４２の撮影日時情報を補正する。ま
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た、日時補正部１３３１は、内部時計１３２０で管理している撮像装置日時を、システム
日時管理部４１００で管理しているシステム日時に合わせる補正を更に行う。ここで、日
時補正部１３３１は、外部装置の一種であるクレードル３０００－１と接続を行うための
接続部１７００が当該クレードル３０００－１と接続された際に、システム日時管理部４
１００からシステム日時を取得して上述した撮像装置日時の補正を行う。また、放射線撮
像装置１０００－１は、日時補正部１３３１により上述した撮像装置日時の補正が行われ
た際に、当該補正の前後の撮像装置日時の履歴を例えば記憶部１３４０に記憶する。また
、放射線撮像装置１０００－１は、日時補正部１３３１により撮影日時情報が補正された
撮影情報１３４２に対して日時補正済み情報を付与し、日時補正部１３３１による次の撮
像装置日時の補正の際には、当該撮影日時情報の再度の補正を行わない。
【００３９】
　通信制御部１３５０は、例えばクレードル３０００－１との通信を制御する。具体的に
、例えば、通信制御部１３５０は、日時補正部１３３１により撮影日時情報が補正された
撮影情報１３４２と当該撮影情報１３４２に関連付けて記憶されている撮影画像１３４１
とを、クレードル３０００－１に送信する制御を行う。この送信制御を行う通信制御部１
３５０は、送信制御部を構成する。
【００４０】
　画像処理部１４００は、放射線検出部１１００で生成された撮影画像である放射線画像
の画像データに対して、必要に応じて、各種の画像処理を行う。そして、画像処理部１４
００で画像処理がなされた撮影画像の画像データは、制御部１３００－１に送られ、記憶
部１３４０に記憶される。また、画像処理部１４００は、放射線検出部１１００で生成さ
れたアナログ信号からなる撮影画像をデジタル信号からなる撮影画像に変換するＡ／Ｄ変
換部１４１０を備えている。
【００４１】
　状態通知部１５００は、放射線撮像装置１０００－１の状態を通知するためのものであ
る。
【００４２】
　バッテリ１６００は、放射線撮像装置１０００－１自身を動作させるための充電可能な
電源部である。
【００４３】
　接続部１７００は、外部装置の一種であるクレードル３０００－１と接続を行うための
ものである。
【００４４】
　クレードル３０００－１は、接続部３１００、制御部３２００－１、及び、状態表示部
３３００を有して構成されている。
【００４５】
　接続部３１００は、放射線撮像装置１０００－１と接続を行うためのものである。
【００４６】
　制御部３２００－１は、クレードル３０００－１における動作を統括的に制御するもの
であり、放射線撮像装置１０００－１やコンソール４０００との間でのデータや情報のや
り取りを制御する。この制御部３２００－１は、通信制御部３２１０、及び、充電制御部
３２２０を有して構成されている。
【００４７】
　通信制御部３２１０は、例えば放射線撮像装置１０００－１やコンソール４０００との
通信を制御する。具体的に、例えば、通信制御部３２１０は、通信制御部１３５０により
放射線撮像装置１０００－１から送信された（撮影条件や患者情報（被写体情報）、撮影
日時情報等を少なくとも含む）撮影情報１３４２と撮影画像１３４１とを受信する制御を
行う。この受信制御を行う通信制御部３２１０は、受信制御部を構成する。
【００４８】
　充電制御部３２２０は、クレードル３０００－１が接続部３１００を介して放射線撮像
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装置１０００－１と接続された際に、バッテリ１６００を充電する制御を行う。
【００４９】
　状態表示部３３００は、放射線撮像装置１０００－１の状態を表示するためのものであ
る。
【００５０】
　なお、クレードル３０００－１は、単一の放射線撮像装置１０００－１だけでなく、複
数の放射線撮像装置１０００－１を同時に接続、充電、通信が可能な構成をとることがで
きる。
【００５１】
　コンソール４０００は、例えば表示部４２００を含むパーソナル・コンピュータを含ん
で構成され、病院内ネットワーク５０００を通して日時が校正される、放射線撮像システ
ム１の基準日時となるシステム日時を管理するシステム日時管理部４１００を有する。
【００５２】
　コンソール４０００は、病院内ネットワーク５０００を通して接続されたＨＩＳ／ＲＩ
Ｓ６０００から、放射線撮影の撮影オーダーを受け、当該撮影オーダーに応じた撮影条件
、患者情報（被写体情報）を含む撮影情報を、クレードル３０００－１を通して放射線撮
像装置１０００－１に設定できる。また、放射線撮像装置１０００－１から、クレードル
３０００－１を通して転送された撮影画像１３４１を受信し、診断のための画像処理を施
して、病院内ネットワーク５０００を通してＨＩＳ／ＲＩＳ６０００に転送を行うことが
できる。また、コンソール４０００は、撮影オーダーによる事前の撮影情報の設定がない
状態で撮影された撮影画像１３４１に対して、患者情報（被写体情報）等の撮影情報を後
から入力することを可能とする。また、表示部４２００は、撮影画像１３４１や撮影情報
１３４２、及び、当該撮影情報を編集するためのユーザーインターフェースを表示する。
【００５３】
　次に、本実施形態に係る放射線撮像システム１による放射線撮影の処理の流れの一例を
説明する。
【００５４】
　まず、放射線撮像装置１０００－１のバッテリ１６００を充電するため、放射線撮像装
置１０００－１をクレードル３０００－１に接続する。クレードル３０００－１は、放射
線撮像装置１０００－１との接続を検知した場合、充電制御部３２２０においてバッテリ
１６００の充電制御を開始し、クレードル３０００－１の状態表示部３３００を「充電中
」のステータス表示状態に変化させる。なお、既に放射線撮像装置１０００－１のバッテ
リ１６００が満充電状態であれば、充電制御部３２２０により充電を停止し、状態表示部
３３００を「充電完了」のステータス表示に変化させる。また、日時補正部１３３１は、
コンソール４０００のシステム日時管理部４１００で管理されているシステム日時と放射
線撮像装置１０００－１の内部時計１３２０で管理されている撮像装置日時の同期を行い
、撮像装置日時のずれを補正する。その際、放射線撮像装置１０００－１は、補正後の撮
像装置日時Ｔ１を、例えば記憶部１３４０に記憶する。なお、この時点では、放射線撮像
装置１０００－１において放射線撮影画像は未取得の状態であるとして説明を行う。
【００５５】
　コンソール４０００がＨＩＳ／ＲＩＳ６０００から放射線撮影の撮影オーダーを受ける
と、撮影条件及び患者情報を含む事前撮影情報を、クレードル３０００－１を通して、放
射線撮像装置１０００－１の記憶部１３４０に撮影情報１３４２として予め記憶させる。
なお、ここで記憶させる撮影情報は１つに限らず、複数の撮影情報を放射線撮像装置１０
００－１の記憶部１３４０に記憶させることが可能である。なお、ＨＩＳ／ＲＩＳ６００
０からの事前の撮影オーダーがなく、撮影情報１３４２を放射線撮像装置１０００－１の
記憶部１３４０に記憶していない状態でも、放射線撮影を実施して撮影画像を取得するこ
とが可能である。
【００５６】
　次いで、放射線撮影の実施のため、放射線撮像装置１０００－１をクレードル３０００
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－１から取り外す。放射線撮像装置１０００－１は、クレードル３０００－１から取り外
されたことを検知すると、放射線撮影の準備を開始し、放射線の照射開始を検知できる状
態に移行する。なお、本実施形態では、クレードル３０００－１からの取り外しにより放
射線撮影の準備状態に入るものとして記載するが、例えば放射線撮像装置１０００－１自
体にスイッチ等の入力手段を設け、当該スイッチの操作により放射線撮影の準備を開始し
てもよい。ただし、撮影できるだけのバッテリ１６００の残量がない場合や、撮影画像１
３４１を記憶できるだけの記憶部１３４０の空き容量がない場合には、「撮影不可」状態
である旨を状態通知部１５００に表示させる。状態通知部１５００は、単一または複数の
ＬＥＤ等を用いた可視光による通知手段を想定したものとするが、例えばブザー等を使用
した音による通知手段であってもよい。
【００５７】
　放射線撮像装置１０００－１は、放射線発生装置２０００からの放射線の照射を検出す
ると、放射線検出部１１００で生成された放射線画像を撮影画像１３４１として記憶部１
３４０に記憶する。この際、予め設定された事前撮影情報が存在する場合、その事前撮影
情報を撮影情報１３４２とし、これに関連付けて撮影画像１３４１を記憶させる。そして
、撮影画像１３４１の記憶とともに、例えば、放射線撮像装置１０００－１自体のＩＤ情
報や撮影を実施した際の撮像装置日時の情報等の撮影実施情報を取得し、この撮影実施情
報を撮影情報１３４２に追加して記憶する。なお、事前撮影情報がない状態で放射線撮影
が行われた場合には、上述した撮影実施情報のみを撮影情報１３４２として記憶部１３４
０に記憶する。また、複数回の放射線撮影を実施した場合でも同様であり、各々の放射線
撮影時の撮影実施情報を撮影情報１３４２とし、これに関連付けて撮影画像１３４１を記
憶させる。
【００５８】
　以上により、放射線撮像装置１０００－１の記憶部１３４０に記憶された撮影画像１３
４１と撮影情報１３４２は、クレードル３０００－１に接続された際に、クレードル３０
００－１を通してコンソール４０００に転送される。この際、コンソール４０００のシス
テム日時管理部４１００が管理するシステム日時と、放射線撮像装置１０００－１の内部
時計１３２０が管理する撮像装置日時との間で発生している時間の誤差を修正するため、
例えば日時補正部１３３１は、日時を同期させる。その際、例えば日時補正部１３３１は
、これらの日時の補正量（ずれ量）に応じて、放射線撮像装置１０００－１の記憶部１３
４０に記憶している撮影情報１３４２のうちの撮影日時情報を、システム日時に合わせる
形で補正を行う。この処理の詳細を、図４を用いて説明する。
【００５９】
　図４は、本発明の第１の実施形態に係る放射線撮像システム１の制御方法における処理
手順の一例を示すフローチャートである。具体的に、図４は、上述した撮影情報１３４２
の撮影日時情報を補正する処理を主とした処理を示している。
【００６０】
　まず、放射線撮像装置１０００－１をクレードル３０００－１に接続すると、ステップ
Ｓ１０１において、放射線撮像装置１０００－１の制御部１３００－１及びクレードル３
０００－１の制御部３２００－１は、これを検知する。
【００６１】
　続いて、ステップＳ１０２において、クレードル３０００－１の充電制御部３２２０は
、放射線撮像装置１０００－１のバッテリ１６００の充電を開始する制御を行う。
【００６２】
　続いて、クレードル３０００－１の通信制御部３２１０は、コンソール４０００のシス
テム日時管理部４１００で管理されているシステム日時を取得し、これを放射線撮像装置
１０００－１に送信する。次いで、ステップＳ１０３において、放射線撮像装置１０００
－１の日時補正部１３３１は、コンソール４０００から送信されたシステム日時を取得し
、内部時計１３２０で管理している撮像装置日時をシステム日時に同期させるため、撮像
装置日時をシステム日時に合わせるように補正する。
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【００６３】
　続いて、ステップＳ１０４において、放射線撮像装置１０００－１（例えば制御部１３
００－１）は、ステップＳ１０３の撮像装置日時の補正が行われた際に、当該補正の前後
の撮像装置日時の履歴を例えば記憶部１３４０に記憶する。ここでは、例えば、システム
日時と等しい補正後の撮像装置日時をＴ２、補正前の撮像装置日時をＴ２'として、後述
する撮影日時情報の補正で使用するために、この補正履歴を例えば記憶部１３４０に記憶
する。
【００６４】
　続いて、ステップＳ１０５において、放射線撮像装置１０００－１の制御部１３００－
１は、放射線撮像装置１０００－１の記憶部１３４０に未転送画像が存在するか否かを判
断する。この判断の結果、未転送画像が存在しない場合には（Ｓ１０５／Ｎｏ）、新規の
放射線撮影は行っていないと判定して、画像転送処理は行わずに、図４のフローチャート
の処理を終了する。
【００６５】
　一方、ステップＳ１０５の判断の結果、未転送画像が存在する場合には（Ｓ１０５／Ｙ
ｅｓ）、ステップＳ１０６に進む。
　ステップＳ１０６に進むと、例えば放射線撮像装置１０００－１の撮影情報管理部１３
３０は、当該未転送画像に関連付けられている撮影情報１３４２に日時補正済み情報であ
る日時補正済みフラグが付与されているかを確認して、当該撮影情報１３４２に含まれる
撮影日時情報が未補正であるか否かを判断する。
【００６６】
　ステップＳ１０６の判断の結果、当該未転送画像に関連付けられている撮影情報１３４
２に含まれる撮影日時情報が未補正である場合には（Ｓ１０６／Ｙｅｓ）、ステップＳ１
０７に進む。
　ステップＳ１０７に進むと、放射線撮像装置１０００－１の日時補正部１３３１は、撮
像装置日時とシステム日時との時間のずれ量に基づいて、当該未転送画像に関連付けられ
ている撮影情報１３４２に含まれる撮影日時情報の補正処理を行う。
【００６７】
　本実施形態では、ステップＳ１０７において、以下の補正処理を行う。
　撮像装置日時とシステム日時との時間のずれが放射線撮像装置１０００－１内の内部時
計１３２０の精度によるものと考えると、最後に上述した同期処理を行った日時からの経
過時間に比例する形で日時のずれが発生する。撮影情報１３４２に記録されている補正前
の撮影実施日時がＴ１１'であった場合、補正後の撮影実施日時Ｔ１１は、前回補正後の
撮像装置日時Ｔ１、補正比率αを用いて、例えば、以下の（１）式により算出することが
できる。
　Ｔ１１＝（Ｔ１１'－Ｔ１）α＋Ｔ１　・・・（１）
　ここで、補正比率αは、前回補正後の撮像装置日時Ｔ１、今回補正前の撮像装置日時Ｔ
２'、今回補正後の撮像装置日時Ｔ２とすると、以下の（２）式により求めることができ
る。
　α＝（Ｔ２－Ｔ１）／（Ｔ２'－Ｔ１）　・・・（２）
【００６８】
　続いて、ステップＳ１０８において、例えば放射線撮像装置１０００－１の撮影情報管
理部１３３０は、当該未転送画像に関連付けられている撮影情報１３４２に、補正後の撮
影日時情報の履歴を記録するとともに日時補正済みフラグを設定して記録する。
【００６９】
　ステップＳ１０８の処理が終了した場合、或いは、ステップＳ１０６において当該未転
送画像に関連付けられている撮影情報１３４２に含まれる撮影日時情報が未補正でない（
即ち補正済み）と判断された場合には（Ｓ１０６／Ｎｏ）、ステップＳ１０９に進む。
　ステップＳ１０９に進むと、放射線撮像装置１０００－１の通信制御部１３５０は、当
該未転送画像の撮影画像１３４１及び当該撮影画像１３４１に関連付けられている撮影情
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報１３４２を、クレードル３０００－１に転送（送信）する制御を行う。ここで、本実施
形態では、クレードル３０００－１に転送（送信）した撮影画像１３４１及び撮影情報１
３４２は、記憶部１３４０に残しておくものとする。
【００７０】
　続いて、ステップＳ１１０において、放射線撮像装置１０００－１の制御部１３００－
１（例えば通信制御部１３５０）は、ステップＳ１０９の転送が完了したか否かを判断す
る。この判断の結果、ステップＳ１０９の転送が完了していない場合には（Ｓ１０９／Ｎ
ｏ）、ステップＳ１０９の転送が完了するまで、ステップＳ１０９で待機する。
【００７１】
　一方、ステップＳ１１０の判断の結果、ステップＳ１０９の転送が完了した場合には（
Ｓ１０９／Ｙｅｓ）、ステップＳ１１１に進む。
　ステップＳ１１１に進むと、放射線撮像装置１０００－１の制御部１３００－１は、記
憶部１３４０に残した、ステップＳ１０９で転送（送信）を行った撮影画像１３４１及び
撮影情報１３４２に、転送済みフラグを設定し記録する。
【００７２】
　なお、このように転送済みフラグの付いた撮影画像１３４１及び撮影情報１３４２に関
しては、新規の放射線撮影を行う際に、上書きを可能とする。また、コンソール４０００
上の操作により、転送済みフラグの付いた撮影画像１３４１であっても、放射線撮像装置
１０００－１の記憶部１３４０に残っている撮影画像１３４１に関しては、選択して再度
の転送を可能とする。
【００７３】
　ステップＳ１１１において転送済みフラグを設定した後は、再度、ステップＳ１０５に
戻り、放射線撮像装置１０００－１に未転送画像が存在するか否かを判断する。
【００７４】
　このようにして、全ての未転送画像に対して撮影日時情報の補正処理を行い、クレード
ル３０００－１への転送が完了するまで処理を続ける。なお、図４に示すフローチャート
の処理はあくまで一例であり、本発明の内容を大きく逸脱しない限り、処理ステップの順
序の入れ替えや、新たに処理ステップを追加または削除してもよい。
【００７５】
　以上により、撮像装置日時が誤差によりシステム日時とずれていた場合でも、撮影画像
１３４１に関連付けられている撮影情報１３４２の撮影日時情報を、システム日時との同
期に合わせて補正することにより、基準とするシステム日時に沿った撮影日時情報に補正
することができる。
【００７６】
　また、クレードル３０００－１との接続により、撮像装置日時Ｔ２'をシステム日時Ｔ
２に同期させた後、撮像装置日時Ｔ２１'に放射線撮影を行い、クレードル３０００－１
への再接続前に内部時計１３２０を動作させるバッテリ１６００の充電が切れたとする。
この場合、放射線撮像装置１０００－１の内部時計１３２０が停止するため、クレードル
３０００－１への再接続時に日時を同期させる際に、補正前の撮像装置日時は、信頼のお
けないものとなる。この場合には、日時補正部１３３１による日時補正は、内部時計１３
２０をシステム日時Ｔ３に合わせるのみとし、撮影日時情報の補正については過去の日時
補正履歴を用いて補正を行うものとする。
【００７７】
　過去の補正後の撮像装置日時Ｔ１、その次の補正前の撮像装置日時Ｔ２'、補正後の撮
像装置日時Ｔ２の履歴を使用すると、上述した補正比率αを算出することができる。これ
を用いると、補正後の撮像装置日時Ｔ２の後に撮影した補正前の撮影装置日時Ｔ２１'の
補正後の撮影装置日時Ｔ２１は、例えば、以下の（３）式により算出できる。
　Ｔ２１＝（Ｔ２１'－Ｔ２）α＋Ｔ２　・・・（３）
【００７８】
　このように、補正比率αは、連続した補正履歴があれば算出することができる。この補
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正比率αは、最新の補正履歴から算出してもよいし、例えば複数の補正履歴から算出した
ものを平均化し、これをαとして使用してもよい。ただし、使用できる過去の補正履歴が
ない場合には、撮影日時情報の補正は行わず、撮影日時情報が未補正のままクレードル３
０００－１へ転送を行うものとする。
【００７９】
　撮影画像１３４１を受けたコンソール４０００では、これが患者情報（被写体情報）を
含む事前撮影情報が設定されていない撮影画像の場合には、コンソール４０００上での入
力により、撮影情報の設定を可能とする。また、コンソール４０００上で撮影画像の確認
や必要な画像処理がなされた後、撮影画像と撮影情報とは、病院内ネットワーク５０００
を通してＲＩＳに転送される。
【００８０】
　このように、本実施形態によれば、放射線撮像装置１０００－１の放射線自動検出機能
により、コンソール４０００からの制御や放射線発生装置２０００との通信を必要とする
ことなく、当該放射線撮像装置単体で自由に放射線撮影を実施することができる。また、
クレードル３０００－１との接続時に放射線撮像装置１０００－１の内部に撮り溜めた撮
影画像１３４１を転送することにより、画像転送のための有線ケーブル接続や無線環境の
構築を必要とせず、簡便なシステムの構築が可能である。また、本実施形態によれば、撮
影実施時の撮影日時情報を、画像転送前に、基準となるシステム日時に合わせた形で補正
することができる。これにより、例えば、撮像装置日時が互いにずれた複数の撮像装置で
撮影を行い、その撮影画像をコンソール４０００に転送した際でも、実際の撮影実施順序
と、撮影画像の日時情報が入れ替わるといったことを避けることができる。このため、例
えば、患者情報（被写体情報）を含む撮影情報を後からコンソール４０００上で入力する
際も、撮影画像と撮影情報の取り違えのリスクを減らすことができる。即ち、撮影画像と
被写体情報を含む撮影情報とを後から関連付けする場合に、簡易な構成で、撮影画像と撮
影情報との取り違えのリスクを低減することができる。
【００８１】
　なお、本実施形態では、クレードル３０００－１経由でコンソール４０００に撮影画像
１３４１を転送する例を説明したが、本発明においては、これに限定されるものではない
。例えば、コンソール４０００と放射線撮像装置１０００－１とを直接Ｅｔｈｅｒｎｅｔ
（登録商標）等の有線ケーブルで接続し、画像転送を行ってもよい。この場合、コンソー
ル４０００と接続された後、有線通信を用いて放射線撮像装置１０００－１とコンソール
４０００との間で直接日時の同期、及び、放射線撮像装置１０００－１で撮影日時情報の
補正を行い、画像転送を実施する。また、有線通信だけでなくワイヤレス通信により、コ
ンソール４０００と放射線撮像装置１０００－１との間で通信を行ってもよい。
【００８２】
　また、撮影が正しく行われたかをその場で判断したい場合、コンソール４０００への画
像転送の前に、例えば撮影画像１３４１を間引き縮小したようなプレビュー用の簡易画像
を生成し、不図示のプレビュー画像表示装置に予めプレビュー画像を転送してもよい。こ
の場合、プレビュー画像表示装置は、例えばワイヤレスディスプレイや、スマートデバイ
スといった携帯型端末等を利用することができる。ただし、この場合には、放射線撮像装
置１０００－１内に、プレビュー画像転送のための、例えば無線の通信制御部を設ける必
要がある。
【００８３】
　また、コンソール４０００は、パーソナル・コンピュータを想定して例を説明したが、
例えばタブレットＰＣやスマートデバイスといった携帯型の情報端末を使用した制御も可
能とする。また、撮影日時情報の日時補正は放射線撮像装置１０００－１内で実施すると
して説明したが、本発明においては、これに限定されるものではない。撮影日時情報の日
時補正の処理は、例えば、クレードル３０００－１で実施してもよいし、コンソール４０
００上でのソフトウェアにより実施してもよい。
【００８４】
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　以上説明した本実施形態に係る放射線撮像システム１では、以下に示すような処理を行
うようにしている。
　まず、放射線撮像装置１０００－１に内部時計１３２０を備え、当該放射線撮像装置内
で撮像装置日時を管理する。そして、放射線撮像装置１０００－１では、この撮像装置日
時を利用して、放射線撮影時に撮影画像１３４１とともに、少なくとも撮影日時情報を含
む撮影情報１３４２を関連付けて記憶部１３４０に記憶する。また、放射線撮像装置１０
００－１では、事前に撮影オーダーを受けていた場合、例えば患者情報（被写体情報）を
含む事前撮影情報を予め記憶部１３４０に記憶させておき、撮影実施時に、撮影画像１３
４１と、それに対応する撮影情報１３４２を関連付ける。この際、撮影日時情報を含む実
施時の撮影情報を、事前の撮影情報に追加する形で記憶させる。また、事前の撮影オーダ
ーがなかった場合、撮影時には撮影日時情報を含む実施時の情報のみを撮影情報１３４２
として記憶させる。そして、事前撮影情報がなかった場合には、放射線撮像装置１０００
－１は、例えばクレードル３０００－１に接続して外部のコンソール４０００等へ撮影画
像１３４１と撮影情報１３４２を転送する。そして、コンソール４０００上の入力画面に
おいて、患者情報等の不足している撮影情報を後で設定可能とする。
　ここで、本実施形態に係る放射線撮像システム１では、例えば放射線撮像装置１０００
－１のバッテリ１６００を充電させるため、もしくは画像転送のために、クレードル３０
００－１に放射線撮像装置１０００－１を接続させた際、コンソール４０００が管理する
基準となるシステム日時と、撮像装置日時とを同期させる。同期させる際、撮像装置日時
の補正量（時間のずれ量）に応じて、撮影画像１３４１に関連付けられている撮影情報１
３４２の撮影日時情報もシステム日時に沿うように補正を実施する。その後、クレードル
３０００－１経由でコンソール４０００に撮影画像１３４１及び撮影日時情報の補正後の
撮影情報１３４２の転送を実施する。
　これにより、上述したように、撮影画像と被写体情報を含む撮影情報とを後から関連付
けする場合に、簡易な構成で、撮影画像と撮影情報との取り違えのリスクを低減すること
ができる。
【００８５】
（第２の実施形態）
　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。
【００８６】
　図５は、本発明の第２の実施形態に係る放射線撮像システム２の概略構成の一例を示す
図である。この図５において、図１に示す第１の実施形態に係る放射線撮像システム１の
概略構成と同様の構成については同じ符号を付しており、その詳細な説明は省略する。
【００８７】
　本実施形態に係る放射線撮像システム２は、図５に示すように、放射線撮像装置１００
０－２、放射線発生装置２０００、クレードル３０００－２、コンソール４０００、病院
内ネットワーク５０００、ＨＩＳ／ＲＩＳ６０００、及び、バッテリユニット７０００を
有して構成されている。具体的に、本実施形態に係る放射線撮像システム２は、被写体を
放射線撮影して撮影画像を取得する放射線撮像装置１０００－２と、放射線撮像装置１０
００－２を動作させるための充電可能なバッテリ７２００を備え、放射線撮像装置１００
０－２に着脱可能に構成された可搬電源装置であるバッテリユニット７０００と、バッテ
リユニット７０００と電気的に接続可能に構成された外部装置（クレードル３０００－２
、コンソール４０００及びＨＩＳ／ＲＩＳ６０００）とを含み構成されたシステムである
。
【００８８】
　放射線撮像装置１０００－２は、図５に示すように、放射線検出部１１００、照射検知
部１２００、制御部１３００－２、画像処理部１４００、及び、状態通知部１５００を有
して構成されている。
【００８９】
　放射線検出部１１００は、第１の実施形態と同様に、放射線を検出して撮影画像である
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放射線画像の画像データを生成する。この放射線検出部１１００の詳細な構成は、第１の
実施形態と同様である。また、照射検知部１２００は、第１の実施形態と同様に、放射線
の照射開始や照射終了を検知する。また、画像処理部１４００は、第１の実施形態と同様
に、放射線検出部１１００で生成された撮影画像である放射線画像の画像データに対して
、必要に応じて、各種の画像処理を行う。また、状態通知部１５００は、放射線撮像装置
１０００－２の状態を通知するためのものである。また、放射線撮像装置１０００－２の
電源は、放射線撮像装置１０００－２に着脱可能なバッテリユニット７０００から供給さ
れる。
【００９０】
　制御部１３００－２は、放射線撮像装置１０００－２における動作を統括的に制御する
ものであり、例えば放射線撮影や通信動作を制御等する。この制御部１３００－２は、例
えば、記憶部１３７０に記憶されているプログラム等を読み出し、これに基づいて放射線
撮像装置１０００－２における動作を統括的に制御する。或いは、制御部１３００－１は
、ＡＳＩＣ等による制御信号発生回路により放射線撮像装置１０００－２の制御を行って
もよいし、上述したプログラム等と制御信号発生回路との両方により放射線撮像装置１０
００－２の制御を行ってもよい。この制御部１３００－２は、図５に示すように、撮影制
御部１３１０、撮影情報管理部１３６０、記憶部１３７０、及び、通信制御部１３８０を
有して構成されている。
【００９１】
　撮影制御部１３１０は、第１の実施形態と同様に、放射線検出部１１００の駆動や画像
取得時の放射線撮影を制御する。
【００９２】
　撮影情報管理部１３６０は、放射線撮像装置１０００－２自体のＩＤや患者情報（被写
体情報）、撮影日時情報等を少なくとも含む撮影情報７３２０を撮影画像７３１０と関連
付けて管理する。
【００９３】
　記憶部１３７０は、放射線撮影により得られたデジタル撮影画像データの一時記憶や、
各種の情報やプログラム等を記憶する。
【００９４】
　通信制御部１３８０は、バッテリユニット７０００や上述した外部装置との間の通信制
御を行う。例えば、通信制御部１３８０は、バッテリユニット７０００の記憶部７３００
に記憶されている撮影情報７３２０と当該撮影情報７３２０に関連付けて記憶されている
撮影画像７３１０とを、クレードル３０００－２に送信する制御を行う。この送信制御を
行う通信制御部１３８０は、送信制御部を構成する。
【００９５】
　バッテリユニット７０００は、図５に示すように、内部時計７１００、バッテリ７２０
０、記憶部７３００、及び、接続部７４００を有して構成されている。
【００９６】
　内部時計７１００は、放射線撮像装置１０００－２の日時である撮像装置日時を管理す
る撮像装置日時管理部を構成する。
【００９７】
　バッテリ７２００は、放射線撮像装置１０００－２を動作させるための充電可能な電源
部である。
【００９８】
　記憶部７３００は、内部時計７１００で管理している撮像装置日時に基づき定められ、
放射線撮影を実施した撮影日時情報を少なくとも含む撮影情報７３２０と、当該放射線撮
影により取得された撮影画像７３１０とを関連付けて記憶するものである。
【００９９】
　接続部７４００は、外部装置の一種であるクレードル３０００－２と接続を行うための
ものである。
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【０１００】
　クレードル３０００－２は、図５に示すように、接続部３１００、制御部３２００－２
、及び、状態表示部３３００を有して構成されている。なお、クレードル３０００－２は
、単一のバッテリユニット７０００だけでなく、複数のバッテリユニット７０００を同時
に接続、充電、通信が可能な構成をとることができる。
【０１０１】
　接続部３１００は、バッテリユニット７０００と接続を行うためのものである。
【０１０２】
　制御部３２００－２は、クレードル３０００－２における動作を統括的に制御するもの
であり、放射線撮像装置１０００－２やバッテリユニット７０００やコンソール４０００
との間でのデータや情報のやり取りを制御する。この制御部３２００－２は、通信制御部
３２１０、充電制御部３２２０、及び、日時補正部３２３０を有して構成されている。
【０１０３】
　通信制御部３２１０は、例えば放射線撮像装置１０００－１やバッテリユニット７００
０やコンソール４０００との間で行われる各種の画像や各種の情報の通信（送信及び受信
）を制御する。具体的に、例えば、通信制御部３２１０は、通信制御部１３８０により送
信された撮影情報７３２０と撮影画像７３１０とを受信する制御を行う。この受信制御を
行う通信制御部３２１０は、受信制御部を構成する。
【０１０４】
　充電制御部３２２０は、クレードル３０００－２が接続部３１００を介してバッテリユ
ニット７０００と接続された際に、バッテリ７２００を充電する制御を行う。
【０１０５】
　日時補正部３２３０は、システム日時管理部４１００が管理している放射線撮像システ
ム２の基準日時となるシステム日時を取得して、内部時計７１００で管理している撮像装
置日時と当該システム日時との時間のずれ量に基づき撮影情報７３２０の撮影日時情報を
補正する。また、日時補正部３２３０は、内部時計７１００で管理している撮像装置日時
を、システム日時管理部４１００で管理しているシステム日時に合わせる補正を更に行う
。ここで、日時補正部３２３０は、当該クレードル３０００－２とバッテリユニット７０
００とが接続された際に、システム日時管理部４１００からシステム日時を取得して上述
した撮像装置日時の補正を行う。また、放射線撮像システム２は、日時補正部３２３０に
より上述した撮像装置日時の補正が行われた際に、当該補正の前後の撮像装置日時の履歴
を、例えばバッテリユニット７０００の記憶部７３００に記憶する。また、放射線撮像シ
ステム２は、日時補正部３２３０により撮影日時情報が補正された撮影情報７３２０に対
して日時補正済み情報を付与し、日時補正部３２３０による次の撮像装置日時の補正の際
には、当該撮影日時情報の再度の補正を行わない。
【０１０６】
　上述した第１の実施形態では、放射線撮像装置１０００内に日時補正部を設ける構成と
したが、本実施形態では、クレードル３０００内に日時補正部を設ける構成としている。
【０１０７】
　状態表示部３３００は、バッテリユニット７０００や放射線撮像装置１０００－２の状
態を表示するためのものである。
【０１０８】
　次に、本実施形態に係る放射線撮像システム２による放射線撮影の処理の流れの一例を
説明する。
【０１０９】
　バッテリユニット７０００のバッテリ７２００を充電するため、バッテリユニット７０
００をクレードル３０００－２に接続する。クレードル３０００－２は、バッテリユニッ
ト７０００との接続を検知した場合、充電制御部３２２０においてバッテリ７２００の充
電制御を開始する。ここで、充電制御の方法や、クレードル３０００の状態表示部３３０
０の制御は、上述した第１の実施形態と同様の形態をとることができる。また、クレード
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ル３０００－２は、コンソール４０００のシステム日時管理部４１００で管理しているシ
ステム日時の情報をバッテリユニット７０００に通知し、内部時計７１００をシステム日
時に同期させる。ここで、例えば、同期させた際の日時補正前後の撮像装置日時の履歴を
、例えば、バッテリユニット７０００の記憶部７３００に記憶させておく。
【０１１０】
　コンソール４０００がＨＩＳ／ＲＩＳ６０００から放射線撮影の撮影オーダーを受ける
と、これを、クレードル３０００－２を通して、バッテリユニット７０００の記憶部７３
００に撮影情報７３２０として予め記憶させる。なお、ここで記憶させる撮影情報は１つ
に限らず、複数の撮影オーダーからの撮影情報を記憶させることが可能である。なお、第
１の実施形態と同様に、事前の撮影オーダーが無く、撮影情報７３２０を予めバッテリユ
ニット７０００の記憶部７３００に記憶していない状態でも、放射線撮影を実施して撮影
画像を取得することが可能である。
【０１１１】
　次いで、放射線撮影の実施のため、バッテリユニット７０００をクレードル３０００－
２から取り外し、放射線撮像装置１０００－２に接続する。放射線撮像装置１０００－２
は、バッテリユニット７０００が接続され、電源が供給されて起動すると、放射線撮影の
準備を開始し、放射線の照射開始を検知できる状態に移行する。なお、本実施形態では、
バッテリユニット７０００の接続により放射線撮影の準備状態に入るものとして記載する
が、例えば放射線撮像装置１０００－２自体にスイッチ等の入力手段を設け、当該スイッ
チの操作により放射線撮影の準備を開始してもよい。また、バッテリ７２００の残量や、
記憶部７３００の空き容量が無い場合の状態通知方法に関しては、第１の実施形態と同様
である。
【０１１２】
　放射線撮像装置１０００－２は、放射線撮影を実施すると、放射線撮影により得られた
撮影画像を制御部１３００－２の記憶部１３７０に一時記憶した後、バッテリユニット７
０００の記憶部７３００に転送する。この際、予め設定された事前撮影情報が存在する場
合、その事前撮影情報を撮影情報７３２０とし、これに関連付けて撮影画像７３１０を記
憶させる。そして、撮影画像７３１０の記憶とともに、例えば、放射線撮像装置１０００
－２自体のＩＤ情報や、内部時計７１００を参照して撮影を実施した際の撮像装置日時の
情報等の撮影実施情報を取得し、この撮影実施情報を撮影情報７３２０に追加して記憶す
る。なお、事前撮影情報がない状態で放射線撮影が行われた場合には、上述した撮影実施
情報のみを撮影情報７３２０として撮影画像７３１０に関連付けて記憶部７３００に記憶
する。また、複数回の放射線撮影を実施した場合でも同様であり、各々の放射線撮影時の
撮影実施情報を撮影情報７３２０とし、これに関連付けて撮影画像７３１０を記憶させる
。
【０１１３】
　以上により、バッテリユニット７０００の記憶部７３００に記憶された撮影画像７３１
０は、クレードル３０００－２に接続された際に、クレードル３０００－２を通してコン
ソール４０００に転送される。この際、コンソール４０００のシステム日時管理部４１０
０が管理するシステム日時と、バッテリユニット７０００の内部時計７１００が管理する
撮像装置日時との間で発生している時間の誤差を補正するため、例えば日時補正部３２３
０は、日時を同期させる。その際、例えば日時補正部３２３０は、これらの日時の補正量
（ずれ量）に応じて、バッテリユニット７０００の記憶部７３００に記憶している撮影情
報のうちの撮影日時情報を、システム日時に沿った形で補正を行う。この日時補正処理の
詳細は、上述した第１の実施形態と同様である。
【０１１４】
　このように、本実施例によれば、第１の実施形態と同様に、撮影実施時の撮影日時情報
を、コンソール４０００への画像転送前に、基準となるシステム日時に合わせた形で補正
することができる。これにより、例えば、撮影の実施後にコンソール４０００上で、患者
情報（被写体情報）を含む撮影情報を手動で設定する際においても、日時のずれによる混
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きる。また、本実施形態では、充電の際にはバッテリユニット７０００の運搬のみでよく
、バッテリ７２００の残量不足に陥った際にも、充電済みのバッテリユニット７０００と
交換すれば放射線撮影を継続できるため、第１の実施形態に比べて放射線撮像装置の利便
性を更に向上させることができる。
【０１１５】
（その他の実施形態）
　本発明は、上述の実施形態の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は
記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにお
ける１つ以上のプロセッサーがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。ま
た、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
　このプログラム及び当該プログラムを記憶したコンピュータ読み取り可能な記憶媒体は
、本発明に含まれる。
【０１１６】
　なお、上述した本発明の実施形態は、いずれも本発明を実施するにあたっての具体化の
例を示したものに過ぎず、これらによって本発明の技術的範囲が限定的に解釈されてはな
らないものである。即ち、本発明はその技術思想、又はその主要な特徴から逸脱すること
なく、様々な形で実施することができる。
【符号の説明】
【０１１７】
１放射線撮像システム、１０００－１　放射線撮像装置、１１００　放射線検出部、１２
００　照射検知部、１３００－１　制御部、１３１０　撮影制御部、１３２０　内部時計
、１３３０　撮影情報管理部、１３３１　日時補正部、１３４０　記憶部、１３４１　撮
影画像、１３４２　撮影情報、通信制御部１３５０、１４００　画像処理部、１４１０　
Ａ／Ｄ変換部、１５００　状態通知部、１６００　バッテリ、１７００　接続部、２００
０　放射線発生装置、３０００－１　クレードル、３１００　接続部、３２００－１　制
御部、３２１０　通信制御部、３２２０　充電制御部、３３００　状態表示部、４０００
　コンソール、４１００　システム日時管理部、４２００　表示部、５０００　病院内ネ
ットワーク、６０００　ＨＩＳ／ＲＩＳ
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              特開２００４－３０５６９７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０８－２６６５２９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　６／００　－　　６／１４
              Ｇ１６Ｈ　　１０／００　－　１０／６５
              Ｇ１６Ｈ　　３０／００　－　３０／４０
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